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り
ま
す
。
米
菓
・
清
酒
な
ど

の
食
料
品
産
業
や
洋
食
器
・

刃
物
等
の
金
属
製
品
産
業
な

ど
の
伝
統
的
な
地
場
産
業
か

ら
自
動
車
・
航
空
機
産
業
な

ど
の
成
長
産
業
ま
で
、
地
域

特
性
を
活い

か
し
た
産
業
が
集

積
し
、
世
界
的
に
注
目
さ
れ

る
技
術
や
国
内
外
で
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
シ
ェ
ア
を
持
つ
企

業
が
数
多
く
存
在
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
恵
ま
れ
た
住
環

境
と
自
然
環
境
、
美お

味い

し
い

食
事
が
新
潟
で
の
皆
さ
ん
の

挑
戦
を
大
き
く
後
押
し
し
て

く
れ
ま
す
。

　
新
潟
県
で
は
、
県
内
企
業

の
紹
介
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
情
報
の
た
め
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
開
設
し
て
い
ま
す
の

で
、
企
業
研
究
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
県
内
企

業
へ
の
就
職
活
動
や
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
に
取
り
組
み
や

す
い
よ
う
、
県
外
か
ら
の
移

動
に
か
か
る
交
通
費
や
宿
泊

費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
よ
り
多
く
の
学
生
の
皆

さ
ん
に
、
新
潟
の
企
業
に
興

味
を
持
ち
、
実
際
に
訪
問
し

て
、
魅
力
あ
る
県
内
企
業
の

こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
最
近
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
観
点
か

ら
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
む
企
業
も

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、表
参
道
・
新
潟
ネ
ス

パ
ス
の
「
に
い
が
た
Ｕ
タ
ー

ン
情
報
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、首

都
圏
の
学
生
や
社
会
人
に
、

県
内
企
業
情
報
の
提
供
や
就

職
及
び
新
潟
暮
ら
し
の
相
談

な
ど
、
き
め
細
か
に
対
応
し

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
専
修
大
学
の
多
く

の
卒
業
生
が
、
県
内
に
お
い

て
広
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
〝
に

い
が
た
〞
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
新
潟
で
自
ら
の
可
能
性

を
見
い
だ
し
、
と
こ
と
ん
ま

で
そ
の
可
能
性
を
追
求
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
大
変
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。
新
潟
は
皆
さ

ん
の
挑
戦
を
力
強
く
支
え
続

け
ま
す
。

　
私
は
、
若
い
時
期
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
可
能
性
に
挑
戦
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
学
生
の
皆
さ

ん
に
は
、在
学
中
に
、学
業
に

励
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
サ
ー
ク
ル
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
に
参
加
し
、
自
身
の

可
能
性
を
追
求
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
新
潟
に
は
、
皆
さ
ん
の
可

能
性
を
試
す
こ
と
が
で
き
る

さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦
の
場
が
あ

新
潟
で
自
ら
の
可
能
性
に
挑
戦
を
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新潟県知事

イ
ェ
イ
ツ
を
め
ぐ
る
作
家
た

ち
ワ
イ
ル
ド
、
ジ
ョ
イ
ス
、

パ
ウ
ン
ド
、
エ
リ
オ
ッ
ト
、

オ
ー
デ
ン

　
小
田
井
勝
彦
・
グ
レ
ー
ス

　
宮
田
（
宮
田
理
奈
子
）
訳

　『
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ

ス
伝
』
や
ピ
ュ
リ
ツ
ァ
ー
賞

受
賞
の
『
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ

ル
ド
伝
』
な
ど
の
著
作
で
知

ら
れ
る
伝
記
作
家
リ
チ
ャ

ー
ド
・
エ
ル
マ
ン
（
１
９

１
８
〜
１
９
８
７
）
に
よ

る
名
著Eminent 

Domain: 

Yeats 
among 

Wilde, 

Joyce, 
Pound, 

Eliot, 

and 
Auden

（1965

）
の
本

邦
初
訳
で
あ
る
。

　
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞

し
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
作
家
Ｗ

・
Ｂ
・
イ
ェ
イ
ツ
と
そ
の
同

時
代
の
作
家
た
ち
の
嫉
妬
と

尊
敬
の
感
情
が
入
り
交
じ
る

人
間
模
様
が
、
伝
記
的
資
料

と
詳
細
な
作
品
分
析
に
よ
っ

て
描
か
れ
、
英
米
の
モ
ダ
ニ

ズ
ム
文
学
が
形
成
さ
れ
る
過

程
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。

　
訳
者
は
２
人
と
も
本
学
文

学
研
究
科
出
身
で
あ
る
。

（
彩
流
社
・
本
体
２
８
０
０

円
＋
税
）

　
訳
者
（
お
だ
い
・
か
つ
ひ

こ
）

法
学
部
非
常
勤
講

師
、
主
な
担
当
は
英
語
。

（
み
や
た
・
り
な
こ
）

文

学
部
非
常
勤
講
師
、
主
な
担

当
は
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ
＆

Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ
。

　子どもの頃、ガリレオについて習っ

た時、ガリレオ・ガリレイという名前

になんとなく不思議さを感じた。ガリ

レオなのかガリレイなのか。それから

十数年後、駆け出しの研究者として、

ガリレオの祖国イタリアに出かけた。

イタリアで行われる国際会議に参加す

るために。当

時、国際会議

に行く時は、

時間があれば、訪れる国の歴史を振り

返り、あいさつ程度の新しい言葉を覚

えたりしていた。この会議の時は、な

ぜかいつもよりも少しだけ熱をいれて

語学の勉強をした。ガリレオへの思い

があったからかもしれない。

　イタリア語にも、他のヨーロッパの

言語のように単語には性・数がある

が、便利なことに単語の最後のアルフ

ァベットで判別できる場合がある。例

えば、ペペロンチーノ（peperoncino）

のようにoで終わる単語は男性名詞に

なり、パスタ（pasta）のようにaで終

わる単語は女性名詞になる。ただし、

ラテ（latte）のようにeで終わるもの

には男女を決める規則はない。これを

適用すると、ガリレオ（Galileo）はo

で終わるので

男性名詞にな

る。しばらく

して、同じ話題が物理学会誌の小さな

コラムにも取り上げられており、iで

終わるガリレイ（Galilei）はGalileo

の複数形であり、ガリレオ家を表すと

も記されていた。

　つまりガリレオ・ガリレイは、ガリ

レオ家のガリレオという意味になる。

どこかに引っかかっていた疑問がつい

に解けたような小さなよろこびを感じ

た。（担当は物理学）※短縮版：全文
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回
目
の
青
衿
祭

　
連
合
県
人
会
（
村
井
琢
哉

委
員
長
・
経
済
４
）
が
主
催

す
る
新
入
生
歓
迎
イ
ベ
ン
ト

「
第
50
回
青
衿
祭
」（
花
堂
力

斗
青
衿
祭
実
行
委
員
長
・
経

済
４
）
が
６
月
３
日
、
東
京

都
福
生
市
の
福
生
市
民
会
館

で
開
催
さ
れ
た
。
連
合
県
人

会
の
新
入
会
員
を
は
じ
め
、

多
く
の
一
般
客
ら
が
来
場
。

大
き
な
節
目
を
迎
え
た
イ
ベ

ン
ト
を
楽
し
ん
だ
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
Ｇ
ｉ

ｖ
ｅ
　
Ｙ
ｏ
ｕ
　
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ

ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ
〜
幸
せ
を
あ
な

た
に
〜
」
。

　
第
１
部
で
は
各
県
人
会
の

会
長
ら
有
志
に
よ
る
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
シ

ョ
ー
ト
コ
ン
ト
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
で
、
会
場
は
笑
い
に

包
ま
れ
た

写
真
。

　
豪
華
景
品
が

当
た
る
抽
選
会

に
続
い
て
、
第

２
部
の
ゲ
ス
ト

ラ
イ
ブ
は
、
２

人
組
ラ
ッ
プ
ユ

ニ
ッ
ト
の
Ｈ
ｉ

ｌ
ｃ
ｒ
ｈ
ｙ
ｍ

ｅ
が
登
場
。
迫

力
あ
る
ス
テ
ー

ジ
に
、
来
場
者

は
大
興
奮
で
、

大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。

就
職
課
か
ら

　「
最
終
面
接
は
何
か
特
別

な
対
策
が
必
要
で
す
か
？
」

　
こ
の
よ
う
な
相
談
が
就
職

課
に
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
１
次

面
接
も
最
終
面
接
も
、
企
業

は
学
生
の
「
や
る
気
」
を
見

て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、「
こ
の

学
生
に
内
定
を
出
し
て
も
断

ら
れ
な
い
か
」
と
い
う
点

は
、
最
終
面
接
で
企
業
が
着

目
す
る
ポ
イ
ン
ト
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。「
絶
対
に
こ
の

企
業
に
入
社
し
て
、
こ
ん
な

こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
」
と

い
う
気
持
ち
を
強
く
持
ち
、

最
終
面
接
に
臨
ん
で
く
だ
さ

い
。

　
さ
て
、
企
業
の
採
用
意
欲

は
依
然
高
い
状
態
が
続
い
て

い
ま
す
。
中
小
企
業
約
２
０

０
社
が
来
校
す
る
学
内
企
業

説
明
会
ｉ
ｎ
生
田
を
６
月
14

日
（
水
）
〜
16
日
（
金
）
の

３
日
間
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

９
号
館
２
階
で
開
催
し
ま

す
。
今
ま
で
見
て
い
な
か
っ

た
業
界
・
業
種
を
知
る
チ
ャ

ン
ス
で
す
。
営
業
、
総
務
、

人
事
、
経
理
、
プ
ロ
グ
ラ
マ

ー
な
ど
、
職
種
も
幅
広
く
見

ら
れ
ま
す
。
私
服
で
の
参
加

が
可
能
で
す
の
で
、
授
業
の

合
間
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

　
当
日
の
参
加
企
業
な
ど
の

詳
細
は
、
ポ
ー
タ
ル
や
Ｓ-

ｎ
ｅ
ｔ
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
こ
ま
め
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

最
終
面
接
に
臨
む
心
構
え

男
の
就
活
講
座

　
男
子
学
生
対
象
の
就
職
支

援
講
座
「
男
の
就
活
身
だ
し

な
み
セ
ミ
ナ
ー
」
が
５
月
に

生
田
、
神
田
の
両
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
さ
れ
た
。
就
活
中

の
４
年
次
生
や
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
控
え
た
３
年
次
生

が
参
加
。
男
性
用
化
粧
品
で

国
内
シ
ェ
ア
ト
ッ
プ
の
㈱
マ

ン
ダ
ム
広
報
部
か
ら
講
師
を

招
き
、
髪
形
、
肌
、
体
臭
の

３
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
正
し

い
知
識
と
ケ
ア
を
学
ん
だ
。

　
講
義
は
「
お
し
ゃ
れ
と
身

だ
し
な
み
は
異
な
る
。
身
だ

し
な
み
を
整
え
る
こ
と
は
社

会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
」
と

い
う
話
か
ら
始
ま
り
、
髪
形

に
よ
る
印
象
の
変
化
、
洗
顔

や
保
湿
な
ど
ス
キ
ン
ケ
ア
の

ポ
イ
ン
ト
、
に
お
い
を
消
す

四
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
（
洗

浄
、
制
汗
、
殺
菌
、
消
臭
）

の
解
説
が
あ
っ
た
。

　
飛
田
将
志
さ
ん（
経
営
３
）

は
「
意
識
し
た
こ
と
の
な
い

話
ば
か
り
で
、
参
考
に
な
っ

た
。
学
ん
だ
こ
と
を
生
活
に

取
り
入
れ
、
就
活
に
向
け

て
、
し
っ
か
り
準
備
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
た
。

　
終
了
後
、
熱
心
に
質
問
し

て
い
た
新
藤
純
さ
ん
（
経
済

４
）
は
「
汗
を
か
き
や
す
い

体
質
な
の
で
、
ど
ん
な
ケ
ア

が
必
要
か
教
え
て
も
ら
っ

た
。
講
師
か
ら
『
就
活
頑
張

っ
て
』
と
声
を
か
け
ら
れ
、

励
み
に
な
っ
た
」
と
笑
顔
を

見
せ
た
。

合
成
さ
れ
た
汗
の
に
お
い
を

か
ぎ
、
ケ
ア
の
重
要
性
を
学

ぶ
学
生

　「
Ｂ
ｒ
ｅ
ｘ
ｉ
ｔ
、
ト
ラ

ン
プ
政
権
誕
生
、
そ
し
て
国

際
経
済
」
を
統
一
テ
ー
マ
に

し
た
経
済
学
部
国
際
経
済
学

科
公
開
講
座
が
５
、
６
月
の

毎
週
土
曜
日
に
開
催
さ
れ
て

い
る
。
英
国
の
欧
州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）
離
脱
や
米
国
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
誕
生
に
よ
る
関

係
諸
国
の
動
向
な
ど
、
激
し

く
変
化
す
る
国
際
経
済
と
政

治
の
う
ね
り
を
６
人
の
教
員

が
鋭
く
分
析
し
た
。

　
初
回
の
５
月
20
日
は
、
永

島
剛
教
授
が
「
英
国
に
お
け

る
Ｅ
Ｕ
観
」
と
題
し
て
、
２

０
１
６
年
６
月
の
国
民
投
票

で
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
支
持
（
Ｂ
ｒ

ｅ
ｘ
ｉ
ｔ
）
派
の
勝
利
の
背

景
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
論

じ
た
。

　
離
脱
支
持
派
勝
利
の
背
景

に
は
、
Ｅ
Ｕ
拡
大
に
よ
る
東

欧
か
ら
の
流
入
増
に
よ
る
労

働
者
層
の
不
満
が
あ
る
と
指

摘
。
さ
ら
に
英
国
に
は
欧
州

統
合
に
懐
疑
的
な
自
由
主
義

の
系
譜
が
あ
り
、「
大
き
な

官
僚
機
構
」
と
し
て
の
Ｅ
Ｕ

に
対
し
て
、「
英
国
は
自
由

で
あ
り
、
民
主
主
義
的
で
あ

る
と
い
う
自
負
が
強
い
」
と

分
析
し
た
。

　
狐
崎
知
己
教
授
は
６
月
３

日
、「
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
中

南
米
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。

北
米
自
由
貿
易
協
定
（
Ｎ
Ａ

Ｆ
Ｔ
Ａ
）
以
降
の
米
国
と
中

南
米
の
関
係
、
米
国
の
環
太

平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協

定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）離
脱
の
影
響
な

ど
を
説
明
し
た
。
離
脱
表
明

後
、
日
本
企
業
の
メ
キ
シ
コ

へ
の
投
資
は
控
え
ら
れ
て
お

り
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
国
際
的
分

業
の
効
率
的
な
姿
が
で
き
る

は
ず
だ
っ
た
が
、
米
国
が
止

め
て
し
ま
っ
た
」と
述
べ
た
。

　
毎
回
１
５
０
人
以
上
の
市

民
や
学
生
が
聴
講
。
今
後
の

自
由
貿
易
や
政
治
の
行
方
に

つ
い
て
熱
心
な
質
問
が
飛
び

交
っ
た
。

　
そ
の
ほ
か
の
講
師
と
テ
ー

マ
は
次
の
通
り
。

鈴
木
直
次
教
授
「
ト
ラ
ン
プ

政
権
の
通
商
政
策
と
日
米
経

済
関
係
」
▽
大
橋
英
夫
教
授

「
米
中
経
済
関
係
の
構
図
」

▽
６
月
17
日
、
野
口
旭
教
授

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
ト
ラ
ン

ポ
ノ
ミ
ク
ス
」
▽
24
日
、
枡

田
大
知
彦
准
教
授
「
ド
イ
ツ

と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
こ
れ

ま
で
と
こ
れ
か
ら
」

トランプ政権と中南米経済について論じる狐崎教授

激
動
の
世
界
情
勢
を
分
析

◆ 

国
際
経
済
学
科
公
開
講
座 

◆


